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はじめに
　本書は、近年注目を集めているとされ
る「ローカル・ガバナンス」について、
主に日本あるいは福井県を対象として、
理論的・歴史的・実証的に検討を行った
ものである。また本書は、政治学・行政学・
憲法学・経済学の各分野における気鋭の
研究者の共同作業による総合研究として
の側面も持つ。
　こうした、特定の地域を対象とした総
合的な共同研究としては、都政史研究会
による「シリーズ東京を考える」が代表
的なものとして挙げられよう（村松ほか
編 1994-1995）。しかし、「都政新報」等の
業界紙まで存在する東京を除けば、地方
における政治過程についての資料やデー
タは、国政と比べてもそれほど多いわけ
ではない。また、資料といえども「事情通」
の地元紙記者などによるエピソード集や
回顧録的なものに偏りがちである。こう
した資料や情報の偏在性もあってか、そ
の内容が地元首長の政治腐敗などに対す
るジャーナリズム的な「批判」としての
色合いが強いものになりやすく、場合に
よっては研究対象となった地域を読者に
誤解させてしまうことになる場合も少な
くない。
　これに対して本書では、研究プロジェ
クトを通じて何度も福井県に足を運び、
丹念な資料の発掘やインタビュー調査を
続けてきた研究者が多く執筆している。
また、地域社会における政治や行政、住
民の関係構造を様々な側面から「問い直
す」（本書 11 頁）ことにより、既存の地
域政治や中央と地方の関係に新たな視座
を見出そうとするものであり、一定の「予
断」を含みがちなかつての研究とは一線
を画すものといえよう。
本書の内容
　本書は、以下の３部から構成されてい
る。紙幅の都合上、各論文を詳細に検討
することはできないが、各部について簡
単に内容を紹介していくことにしたい。
　第Ⅰ部では、まず総論的に日本の地方
自治制度について再検討されたのち、行
政学・憲法学の各分野から「ローカル・
ガバナンス」あるいは「地方自治」に関
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して理論的な検討が行われる。続いて、「ガ
バナンス」が発現する政治行政上の事例
として、多機関連携と大都市制度改革の
問題が取り上げられる。
　第Ⅱ部では、「歴史」と「今日」という
二つの視点から福井と北陸の「ガバナン
ス」が検討される。まず、「負担と受益」
という視点から近代日本の農村社会の政
治史を再検討することによって、中央政
府による一方的な統制でも政治家による
利益政治でもない、政治や社会の構造が
存在していたことが明らかにされる。次
に、福井に隣接する富山県を題材に北陸
における「豊かさ」の要因が、女性の就
労や経済基盤の変遷、教育の各側面から
歴史的に明らかにされる。さらに、歴代
福井県知事の治世の比較を通じて、福井
県政における「ガバナンス」の歴史的な
変化が析出される。
　続いて、西川一誠知事、マニフェスト
の導入、介護認定という三つの素材から、
福井の「今日」における「ガバナンス」
の分析が進められる。まず、西川知事が、
自治官僚としての職務経歴上で得た経験
から、長期計画の廃止（休止）や幹部と
の政策合意、災害対応をめぐる「哲学」
といった独自のトップダウン型の県政を
行っていることが明らかにされる。次に、
自治体内の規律付けという視点から、マ
ニフェストの導入に伴う新たな政策体系
の形成と、それに伴う県政運営の変化が
明らかにされる。最後は、基礎自治体レ
ベルに話が移り、二つの地域における要
介護認定審査業務を題材に政策の執行過
程の構造が論じられている。
　第Ⅲ部では、福井県嶺南地域を対
象として、投票行動、財政支出、港湾
政策の三つの側面から分析が進められ
る。まず、市町村議会議員の選挙結果
についての計量分析を通じて、選挙にお
ける地域自治組織の影響力が解明される。
続いて、原発が立地する四自治体の財政
状況について、これまであまり検討され
てこなかった支出面に着目して比較が行
われる。最後に、大和田荘七という戦前
の人物に焦点を当て、彼の港湾整備事業
を通じた権力体制の形成と崩壊、さらに
戦後における原発の誘致といった敦賀地
域の歴史が、国（センター）や県中央（ロ
カセン）との関係、加えて敦賀地域内部
（ロカロカ）の関係構造の影響を大きく受
けてきたことが明らかにされる。
本書の特長
　以上本書の内容をふまえ、以下本書の
特長について述べていくことにしたい。
　第一に、フィールドワークの利点を生
かした研究対象の細かい掘り下げが行わ
れている点である。例えば、第 10 章で
は、西川知事によるマニフェストの県政
運営への導入に伴って発生した、県庁内
部における政策体系のガバナンスの変化
が、実地調査を基に論じられている。そ
れによれば、導入以降は十分な庁内の水
平調整機関である「政策議論」や「政策
幹」など全庁的・各部局内における調整
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職の設置と、それらに基づく知事の決定
によって、政策体系の統制や規律が確保
されたとされる。また第11章においても、
介護認定業務についての詳細な比較検討
によって、現場レベルでの関係構造が政
策執行の帰結に大きく影響していること
を明らかにされるなど、いずれも「現場」
での調査や議論が無ければ解明できない
研究である。これらの研究の功績は、い
ずれも学術的な面だけでなく、特に第 10
章のように、計画行政においてマニフェ
ストをどのように位置づけるか多くの自
治体で課題となっているなか、実務上参
考となる分析としても、非常に大きいも
のがあるといえよう。
　第二に、多様な分析手法や視座から研
究が進められていることである。本書で
は、上述のフィールドワークのみならず、
理論構築や歴史研究、数量データに基づ
く計量分析に至るまで多様な分析手法に
よって研究対象に肉薄している。特に、
第 12 章の研究では、近年徐々に計量化が
進みつつある地域自治組織について、そ
の地方選挙への影響力を実証することに
よって、福井県におけるミクロレベルの
政治構造について検証している。これは、
大和田荘七をめぐる敦賀市の権力構造や、
歴代知事の行政運営の歴史研究と併せて
読むことで、福井県における地方政治に
ついて、県・市・地域と包括的にとらえ
理解することが可能となっている。こう
した多様な視点からの考察は、本書を踏
まえたさらなる研究意欲を読者に喚起す
ることにつながるのではないだろうか。
　第三に、こうした様々な分析を通じ
て、読者に対して「ガバナンス」に対
する幅広い視野の獲得を可能としている
点である。本書では各章に通底する概
念として「ガバナンス」あるいは「ロー
カル・ガバナンス」を提示し、序章に
おいてその整理を試みている。加えて、
第Ⅰ部においては、複数の学問分野か
ら「ガバナンス」について、日本あるい
は福井といった地理的な限定性を排し
た幅広い側面からの検討が行われている。
なかでも第 2 章では、まず「ローカル」
あるいは「ガバナンス」という概念が曖
昧なまま用いられていることを指摘する。
次に、ローカル・ガバナンスについて、
それを構成する要素として住民・区域・
自治体の三つを挙げたうえで、通常これ
らの要素のいずれかが欠落した「治態」
であるとし、その「治態」を整理・検討
している。例えば、近年では、自治体が
合併や行革などを通じてローカル・ガバ
ナンスから「撤退」すると同時に、本来
住民による自治体への民主的な統制を指
すものであった「住民自治」の概念が、
住民の自主的な活動を強調するものへ矮
小化されているとする。こうした「自治体」
が欠落し、「私的政府」である「住民自治
組織」を担い手とするローカル・ガバナ
ンスの治態は、民主的正統性や機能的な
答責性の面で問題があるとするなど、整
理を通じてローカル・ガバナンスをめぐ
る課題が指摘されている。
都市政策研究　第 10 号　2016 年
112
本書をめぐって
　一方、本書での様々な論考を読み進め
るなかで、考えさせられたことも少なく
ない。
　第一に、分析枠組みとしての「ローカ
ル・ガバナンス」の新しさについてであ
る。序章では、多様な主体間の連携や協
働による統治を「ガバナンス」であると
しているが、これまでの地方自治研究に
おいて多様なアクターが交錯する過程が
描かれてこなかったわけではない。例え
ば、本書では、中央政府と地方政府ある
いは地方政府内部の政治過程の連関をめ
ぐる議論が少なくないが、これまでも明
治以来の日本の地方自治制度には、一方
的な中央集権には限界があり、地域の秩
序とのバランスが求められてきたことは、
「官治のもとの自治」（高木 1976）など
として指摘されてきた。今回設定された
「ローカル・ガバナンス」の枠組みは、こ
うした既存の議論の言い換えなのか、そ
れともまったく新しい概念（あるいは視
座）と捉えるべきなのか、評者には必ず
しも判然としなかった。
　第二に、共同研究における「ガバナン
ス」とはいかにあるべきか、ということ
である。第 10 章にあるように、ガバナン
スとは「さまざまなアクターの均衡状態」
であるとすれば、その「均衡」は様々な
方向に向かう可能性が考えられる。例え
ば、前述の都政史研究会の研究は、「都政」
という共通の枠組みがありつつも、政治
学者や経済学者、都政の実務家など幅広
い立場から切り込むことで、様々な方向
へ研究を発散させている。一方、本書と
同じ東京大学社会科学研究所の研究であ
る「希望学」プロジェクトのように、「希
望」という共通の言葉を、多様な分野か
らボトムアップで研究を積上げることで
新たな共通概念へと収斂させようと試み
る場合もある。しかし、こうした発散あ
るいは収斂という方向性は、共同研究に
おいて常に二者択一を迫られるものでは
ないであろう。本書は、「福井」の観察を
通じて様々な特徴を見出す一方、共通の
課題として「ガバナンス」を「問い直す」
ことで、その双方において研究を発展さ
せることに成功している。
おわりに
　以上、本書は多くの点で特長があり、
とりわけ特定地域を対象とした総合的な
共同研究に新たな境地を切り開いた功績
は大きい。本書における研究の成果は、
その内容もさることながら、研究手法と
そのあり方を含めて後続する研究につな
がっていくことが期待されよう。
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